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幕 府 の 動 向 土 一 揆 ・ 国 一 揆 ・ 一 向 一 揆 
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1477 年 和議成立（山名持豊・細川勝元の死去(1473)が背景） 

     影響＝①京都の荒廃→文化人の地方移住（文化の地方伝播） 

         ex.山口（「小京都」と呼ばれた大内義隆の城下町） 

        ②荘園制の解体が進展（公家勢力の権威が失墜） 

        ③将軍の権威の失墜・守護大名の勢力衰退 

         →守護在京制による幕府の政治体制が崩壊 

        ④守護代・国人に領国の実権が移る（下剋上の風潮） 

    ★寛正の飢饉（京都で 8 万人が餓死した最大の飢饉）(1459～60) 

1467 年～応仁・文明の乱（1477 年まで 11 年間続く）in『応仁記』 

     将軍家の継嗣問題と管領家（斯波氏・畠山氏）の家督争いに， 

     山名持豊・細川勝元がそれぞれ支援したため対立が激化 

1485 年 山城の国一揆（南山城の国人・土民を中心とする一揆） 

     応仁の乱後も対立を続けた畠山義就・政長軍を国外に退去させる 

     →寺社本所領の還付・新関の撤去・国掟を平等院の寄合で制定 

      ★36 人の月行事が 8 年間の自治（1493 年に内部対立で解体） 

1488 年 加賀の一向一揆（加賀国の浄土真宗門徒による一揆） 

     守護の富樫政親を滅ぼす→名目上の守護に富樫泰高をたてる 

      ★「百姓の持ちたる国」（百姓が約 100 年間の自治） 

       →のち，柴田勝家(織田信長の家臣)が平定(1580) 

総大将 

足利家 

畠山家 

斯波家 

細川勝元 

足利義視（義政の弟） 

畠山政長（持国の養子） 

斯波義敏（義健の養子） 

山名持豊(宗全) 

足利義尚（義政の子） 

畠山義就（持国の子） 

斯波義廉（義健の養子） 

西軍（11 万人） 東軍（16 万人） 

1416 年 上杉禅秀の乱（上杉禅秀(氏憲)〔前関東管領〕の反乱） 

    →足利持氏〔4 代鎌倉公方〕が鎮圧 

1428 年 足利義持の死去（→次期将軍をくじ引きで決定） 

     ★嫡子の義量が早世したため，弟の義円〔天台座主〕が還俗 

    足利義教が就任（くじ引き将軍・還俗将軍と呼ばれる） 

    ★「万人恐怖」の将軍専制政治（将軍への権力集中をはかる） 

    →のち有力守護大名を抑圧(→諸大名の危機感を招く) 

1438 年 永享の乱（足利持氏〔4 代鎌倉公方〕の反乱） 

    →上杉憲実〔関東管領〕・幕府軍が鎮圧(1439) 

      ★上杉憲実＝足利学校（下野国）を再興(1439) 

1440 年 結城合戦（下総の結城氏朝が足利持氏の遺児を擁して挙兵） 

     のち，関東管領の上杉氏が鎌倉府の実権を掌握 

1441 年 嘉吉の変（義教の守護大名抑圧策に対する危機感が背景） 

    →赤松満祐〔播磨国の守護〕が足利義教を殺害 

    →山名持豊(宗全)ら幕府軍が鎮圧 
⑦ 

⑤ 

⑧ 

⑥ 

④ 

1428 年 正長の土一揆（足利義持→足利義教の将軍代替わりが契機） 

     近江坂本の馬借（運送業者）の蜂起を契機に畿内一帯に波及 

     土民が酒屋・土倉・寺院（祠堂銭の貸付が原因）などを襲撃 

     →畠山満家〔管領〕が鎮圧(幕府は徳政令を発布せず) 

      ★徳政令の例（一揆の勢力が盛んだった地域では例外的に発布） 

       ＝柳生の徳政碑文 in 大和国（大和国守護＝興福寺） 

1429 年 播磨の土一揆（赤松氏の家臣国外追放という政治的要求） 

    →赤松満祐〔播磨国守護〕が鎮圧 

1441 年 嘉吉の土一揆（足利義教→足利義勝の将軍代替わりが契機） 

     「代始めの徳政」を要求→幕府が初めて徳政令を発布 

     →山城国に一国平均（のち全国一律）の徳政令が出される 

       徳政令の発布により酒屋・土倉は大打撃 

       ＝幕府の酒屋役・土倉役も減少してしまう 

     ★分一銭（債務・債権額の 5 分の 1or10 分の 1）を幕府に納入すると 

      債務者には債務の破棄を認め，債権者には徳政の適用から免除する 
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尚 
〔足軽（軽装の雑兵）in『真如堂縁起絵巻』〕 

 ★一条兼良「足軽は超過したる悪党」 

  in『樵談治要』（足利義尚への意見書） 

氏満 

満兼 
③ 

② 

⑨ 

1493 年 明応の政変（細川政元〔管領〕が足利義材(義稙)を廃して 

          足利義澄（堀越公方政知の子）を将軍に擁立） 
義
稙 

⑩ 

［Ａ］室町幕府の動揺 
室町時代④［室町幕府の動揺］ 

⑩ 

⑪ 

（応永の乱で大内義弘に呼応するが失敗） 
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中世の人々には天皇・将軍の代替わりや天変地異が起こると 

土地の所有権も含めて「全てが元に戻る」という意識があった 

げんぞく 

かんしょう 

①土 一 揆…土民(一般庶民)による主に徳政令発布を求めた一揆 

②国人一揆…国人による一揆(傘連判状に参加者の皆対等を署名) 

③国 一 揆…国人を中心に地侍・土民(一般庶民)も参加した一揆 

④一向一揆…浄土真宗(一向宗)の信者による一揆(本願寺派中心) 

⑤法華一揆…法華宗(日蓮宗)の信者による一揆(京都の町衆中心) 

ぶん めい 

ぎえん てんだいざす 

ばんにんきょうふ 
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［Ａ］室町幕府の職制(P26 対応箇所) 

○ 

○ 

○ 

○ 

甲斐 

伊豆 

駿河 

安房 

上総 

下総 

常陸 

越後 

武蔵 

下野 

信濃 

遠江 

春日山 

小田原 
府中 

府中 

相模 

扇谷上杉氏 

山内上杉氏 

長尾景虎 

武田信玄 

古河公方 

堀越公方 

✗川中島の戦い 

＜鎌倉公方の分裂＞ 

①永享の乱後，関東管領の上杉氏が鎌倉府の実権を握る 

 →享徳の乱(1454)（足利成氏〔5 代鎌倉公方〕が上杉憲忠〔関東管領〕を殺害) 

②足利義政〔8 代将軍〕は兄弟の足利政知を関東へ派遣 

 ★成氏は対抗するため下総の古河へ入る⇔政知は関東に入れず伊豆の堀越にとどまる 

③鎌倉公方の分裂→古河公方（下総国）＝足利成氏（足利持氏の子） 

        →堀越公方（伊豆国）＝足利政知（足利義政の兄弟） 

④関東管領の対立→山内上杉氏・扇谷上杉氏 

＜後北条氏の台頭＞ 

①伊勢長氏(宗瑞)（もと今川氏家臣→のち北条早雲と名乗る＝後北条氏の祖） 

  堀越公方の足利茶々丸（政知の子）を滅ぼして伊豆を奪取 

  →のち相模を制圧して，小田原（相模国）を本拠とする 

②北条氏綱（早雲の子→初めて北条氏を称する） 

③北条氏康（氏綱の子→北条氏の全盛期を築く） 

  扇谷上杉氏・古河公方を滅ぼし，山内上杉氏も圧迫 

  →山内上杉憲政は越後の長尾景虎(のち上杉謙信)を頼る 

④北条氏政（氏康の子→1590 年に豊臣秀吉に滅ぼされる＝小田原攻め） 

図解ＮＯＴＥ②［関東の争乱］ 
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［Ｂ］関東の争乱(P33 対応箇所) 

 

侍 所（京都の警備・裁判）  長官＝所司 

 ★所司は四職から任命（所司は山城国守護を兼任） 

   四職＝京極・山名・赤松・一色 

政 所（幕府の財政・事務）  長官＝執事 

問注所（記録・訴訟文書の保管）長官＝執事 

奉公衆（室町幕府の直轄軍→平時は将軍の護衛や御料所の管理にあたる） 

鎌倉公方（鎌倉府長官） 

 足利基氏〔初代鎌倉公方〕 

管領（将軍補佐） 

 ★三管領から任命 

  細川・斯波・畠山 

  →足利氏一門 

倉 役（土倉から徴収） 

酒屋役（酒屋から徴収） 

抽分銭（日明貿易の際の輸入税として 

    貿易商から利益の 1/10 を徴収） 

段 銭（田地 1 段ごとに課した臨時税） 

棟別銭（家屋 1 棟ごとに課した臨時税） 

関 銭（関所での通行税） 

津 料（港での入港税） 

分一銭（幕府に納入する債権・債務 

    額の 1/5 or 1/10 の手数料） 

中央 

地方 九州探題（九州統治）＝今川貞世(了俊)〔初代〕『難太平記』を著す 

奥州探題（陸奥統治）・羽州探題（出羽統治） 

直轄領 

御料所（幕府の直轄する荘園） 

 年貢・公事・夫役を徴収 

 →鎌倉幕府の関東御領にあたる 

庶 民 

守護が徴収 

商工業者 

政所が徴収 

関・津 

貿 易 

その他 

［鎌倉府（関東８カ国＋伊豆・甲斐，後に陸奥・出羽を統治）］ 

将 

軍 

大きな権限が与えられていたため，しばしば幕府と対立した 

尊氏の子 

のち，この 2つは職名だけの存在となる 

金融業者 

関東管領（鎌倉公方補佐） 
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